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牧水公園グラ：ンドオープ：ン〃

自然の音に耳を澄ますと

　　　　　牧水のうたが聞こえてきそう

　
五
月
十
四
日
へ
火
）
、
牧
水
公
園
内

の
遊
具
広
場
で
、
牧
水
公
園
整
備
事

業
の
完
成
を
祝
し
開
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
観
光
協
会
主
催
の
神
事

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
町
内
外
か
ら
の

来
賓
、
事
業
関
係
者
、
地
権
者
約
百

六
十
名
の
参
加
の
も
と
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
く
す
一
号
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
ふ
る
さ
と
の
家

に
う
つ
し
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し

た
が
、
祝
賀
会
に
先
立
ち
東
郷
小
、

坪
谷
小
学
校
児
童
に
よ
る
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
コ
ー
ラ
ス
と
宮
崎
市
か
ら
お

越
し
い
た
だ
い
た
前
田
理
恵
子
さ
ん

の
透
き
と
お
る
よ
う
な
歌
声
が
式
典

に
花
を
添
え
ま
し
た
．
．

藁
、
聖
舞

一
裏

糊
梅

演
ぞ
．
、
鱒
』
．

欝
量一

牧
水
公
園
を
観
光
の
拠
点
に

東
郷
町
長

…
蓋
亀

　
我
が
東
郷
町
は
、
偉
大
な
歌
人
、

若
山
牧
水
を
生
ん
だ
こ
と
を
誇
り
と

し
、
そ
の
牧
水
生
誕
の
地
に
相
応
し

い
文
化
公
園
を
建
設
し
て
、
牧
水
を

敬
愛
す
る
多
く
の
益
々
に
牧
水
文
化

に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
昭
和
五
十
七
年
度
に
建
設
省
都

市
局
所
管
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
、

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
．
．

　
そ
の
後
、
種
々
の
制
度
事
業
を
導

入
し
、
平
成
七
年
度
に
完
成
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
，
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
中
に
は
若
山
牧
水
生
家
・
牧
水
記

念
館
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
施
設
を

配
し
、
名
実
共
に
文
化
公
園
と
し
て

の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
る
次
第
で

す
。　
本
町
で
は
、
　
”
活
力
に
満
ち
た
牧

水
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
”
を
振
興
目

標
と
し
て
「
快
適
さ
一
「
豊
か
さ
〕

「
ふ
れ
あ
い
」
の
追
及
の
た
め
に
諸

々
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
牧

水
公
園
の
入
込
客
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
そ
れ
と
と
も
に
特
産
品
や
農

産
加
工
グ
ル
ー
プ
も
充
実
さ
れ
、
産

業
と
観
光
を
結
び
つ
け
た
振
興
策
は

徐
々
に
そ
の
成
果
を
見
せ
て
き
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の

牧
水
公
園
を
町
に
お
け
る
観
光
の
拠

点
と
し
て
相
撃
．
つ
け
、
広
域
的
な
観

光
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
ア
ヒ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、

牧
水
公
園
整
備
事
業
の
概
要

　
牧
水
公
園
は
、
昭
和
五
十
七
年
度

に
、
建
設
省
の
特
定
地
区
公
園
事
業

の
認
可
を
受
け
、
事
業
に
三
塁
し
ま

し
た
．
、
国
土
庁
の
リ
フ
レ
ワ
シ
ュ
ふ

る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
や
、
県
単

独
事
業
の
新
ひ
む
か
づ
く
り
促
進
事

業
、
さ
ら
に
町
単
独
事
業
等
の
種
々

の
事
業
を
活
用
し
、
総
面
積
卜
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
、
総
事
業
費
約
レ
四
三

▲坪谷小学校児童によるコーラス

二
千
万
円
、
事
業
着
手
以
来
十
四
年

の
歳
月
を
か
け
て
平
成
七
年
度
に
完

成
し
ま
し
た
。

　
主
な
工
事
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず

教
養
施
設
と
し
て
、
多
目
的
ホ
ー
ル

な
ど
を
備
え
た
研
修
施
設
「
ふ
る
さ

と
の
家
」
、
う
た
の
小
径
、
陶
芸
工
房

な
ど
の
体
験
施
設
、
つ
ぎ
に
運
動
施

設
と
し
て
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
：
ト
、
遊
戯
施
設
レ
〔
イ
、
、

延
長
百
卜
四
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
を
誇

る
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
、
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
遊
具
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、

さ
ら
に
便
益
施
設
ン
こ
て
コ
テ
ー
ジ

や
キ
ャ
ン
フ
場
、
無
料
休
憩
所
「
牧

水
庵
一
、
坪
谷
川
の
清
流
を
活
か
し
た

河
川
フ
ー
ル
、
ま
た
修
景
施
設
と
し

て
法
面
部
に
約
2
万
本
の
ツ
ツ
ジ
園

を
整
備
し
ま
し
た
．

　
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

牧
水
の
愛
し
た
す
ば
ら
し
い
自
然
を

公
園
の
背
景
と
し
て
活
か
す
整
備
手

法
に
つ
と
め
、
こ
の
た
び
全
て
の
施

設
が
完
成
し
、

ま
し
た
．

開
園
の
運
び
と
な
り

姜
㌔
「
、

牧水のうたを熱唱する

　　　前田理恵子さん

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　　　　　　　　1轡讐弓；9’り

てfろ’

レ
牧
水
銅
像
と
ふ
る
さ
と
の
家

＜
遊
旦
ハ
施
設
と
つ
つ
じ
園

施設一覧
施　　設　名 施　　設　　規　　模　　等

若山牧水生家 木造2階建

牧水記念館 鉄筋コンクリート造2階建　床面積A二156m：、展示物450余子教
　
養
　
施
　
設

多目的研修施設　一　ふるさとの家． 木造2階建　床面積A二679m・

@k多目的ホール、研修和室、調理実習室｝

う　た　の小径
面積A＝約5．000m・、牧水歌碑ll基

A栽約25種類3、000本

体　験　施　設 炭焼小屋、陶芸工房施設、水車小屋

多目的グラウンド A＝11，000m2（サッカー、ソフトボール等）運
動
施
設
テニスコート 4面（夜間照明有）

河　lllプ　一　ル 坪谷川を利用

ローラー滑り台 L＝114m

コンビネーション遊具 2施設遊
戯
施
設

草　ス　キ　一場 A＝4，300m’（内人工芝ゲレンデA＝800mう

パターゴルフ場 12ホール

そ　　の　　他 ブランコ、砂場、石の遊具、木馬、滑り台、回転遊具

駐　　　車　　場 収容台数200台〔身障者専用有り）

ト　　イ　　　レ 6棟（うち身障者用トイレ3棟）

貸　コ　テ　一　ジ 5棟t5人用）

便
　
益
　
施
　
設

キ　ヤ　ン　ブ場 テントサイト16張

無料休憩所牧水庵 木造平屋建床面積A＝177mコ｛休憩所、特産品コー＋一等．

東　　　　　　屋 5棟

ふるさと市場 朝市を毎週日曜日と祝祭日に開催そ
の
他 ツ　　ツ　　ジ　　園 約2万本

▲テニスコート．

轍、
　甑’猛

ポ
識

毒
鳩

鍵壁

駕鑑蕪三
瀬

鰻
、
、

悔▲水車小屋

▲利用者の多い貸コテージ

憾
磯
彰
4
．

鼻
レ
若
山
旅
人
氏
も
絶
賛
し
た

　
「
う
た
の
小
径
」

　
＜
牧
水
庵

ヲ
噛
．
、
鐘
蟹

鑑

詳綴
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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罰
政
改
革
大
綱
が
決
ま
り
ま
し
巴

　
平
成
七
年
五
月
に
地
方
分
権
推
進

法
が
成
立
し
、
市
町
村
の
自
主
性
と

自
立
性
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
社
会
の
到
来
、
過

疎
の
進
行
、
住
民
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
活
力

に
満
ち
た
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
築

き
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
市
町
村

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
た
め
に
市
町
村
自
ら
が
自
主

的
・
主
体
的
に
行
政
全
般
に
わ
た
る

総
点
検
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
平
成
七
年
度
を

初
年
度
と
し
、
平
成
十
一
年
度
ま
で

の
五
年
間
を
実
施
期
間
と
し
た
「
新
・

東
郷
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
行
政
改
革

大
綱
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て

　
の
三
つ
の
視
点

★
高
齢
化
・
過
疎
化
・
情
報
化
・

国
際
化
・
生
活
の
質
的
向
上
、
環

境
保
護
な
ど
に
対
応
し
、
　
「
活
力

に
み
ち
た
牧
水
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」
を
め
ざ
す
。

★
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
様

化
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応

す
る
。
★
行
政
責
任
、
公
正
さ
、
透
明
性

の
確
保
を
図
る
な
か
か
ら
住
民
の

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
よ
り
高
く

よ
り
速
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
を
追
求
す
る
。

※
行
政
改
革
の
実
施
計
画

一、

末
ｱ
事
業
の
見
直
し

　
・
事
務
手
続
き
等
の
洗
い
直
し

　
を
行
い
、
手
続
き
の
簡
略
化

　
や
処
理
日
数
の
短
縮
化
を
検

　
討
す
る
。

　
・
行
政
の
公
正
さ
、
透
明
性
の

　
確
保
、
行
政
へ
の
住
民
参
加

　
を
図
る
た
め
、
行
政
情
報
の

　
公
開
を
推
進
す
る
。

　
・
事
務
の
効
率
化
、
経
費
の
削

　
減
等
が
期
待
で
き
る
も
の
を

　
中
心
に
民
間
委
託
、
第
三
セ

　
ク
タ
ー
で
の
運
営
を
進
め
る
。

　
・
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
そ

　
の
必
要
性
、
補
助
効
果
、
財

　
政
的
影
響
等
の
ほ
か
、
実
績

　
成
果
に
つ
い
て
も
充
分
の
検

　
討
を
行
い
、
整
理
合
理
化
を

　
行
う
。

　
・
分
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数

　
一
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

　
事
前
の
受
益
者
の
理
解
を
求

　
　
め
る
た
め
の
手
だ
て
を
尽
く

　
す
な
ど
し
て
負
担
の
適
正
化

　
を
図
る
。

二
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　
・
時
代
に
即
応
し
た
行
政
組
織

　
を
編
成
す
る
た
め
、
保
健
、

　
医
療
、
福
祉
の
関
係
課
の
再

　
編
整
備
を
は
じ
め
、
組
織
・

　
機
構
を
見
直
す
。

　
・
県
と
の
つ
な
が
り
で
事
務
の

　
効
率
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
各

　
　
課
の
事
務
分
掌
の
編
成
替
え

　
を
行
う
。

三
、
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化

　
・
現
定
数
を
基
本
に
定
員
適
正

　
化
計
画
に
基
づ
き
、
適
正
配

　
置
．
・
適
正
管
理
に
努
め
る
こ

　
　
と
と
す
る
が
、
新
た
な
行
政

　
需
要
等
に
対
し
て
は
、
事
務

　
事
業
や
組
織
・
機
構
の
見
直

　
　
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス

　
　
タ
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

　
　
ド
に
よ
り
対
処
す
る
。

　
・
給
与
に
つ
い
て
も
、
他
の
地

　
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
、

　
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を

　
考
慮
し
な
が
ら
今
後
も
適
正

　
　
な
管
理
に
努
め
る
。

四
、
職
員
の
能
力
開
発
の
推
進

　
・
政
策
形
成
能
力
や
創
造
的
能

　
力
を
有
す
る
意
欲
あ
る
人
材

　
を
育
成
す
る
た
め
、
短
期
、

　
中
期
、
長
期
に
分
け
て
研
修

　
を
推
進
す
る
。

　
・
県
か
ら
町
へ
の
専
門
職
の
派

　
遣
口
自
治
体
間
の
人
事
交
流

　
を
推
進
す
る
。

　
・
職
員
の
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

　
を
育
成
す
る
。

五
、
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行

　
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
・
職
員
の
情
報
活
用
能
力
の
向

上
を
図
り
つ
つ
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
導
入
で
事
務
の
効
率
化

を
進
め
る
。

・
県
の
各
課
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
し
、
情
報
の
効
果

的
活
用
と
一
層
の
事
務
の
効

率
化
を
図
る
。

（平成7年4月1日現在）

町の職員数の状況をお知らせします
※部門別職員数の推移

職　　　員　　数（人） 対前年増減数（人）　　区分
薄 平3 平4 平5 平6 平7 平3 平4 平5 平6 平7

議　会 2 2 2 2 2

総　務 19 21 21 21 21 2 2

税　務 5 5 5 5 5 △1一
般
管
理

農　水 17 17 17 18 18 1

土　木 5 5 5 6 6 △1 1

小　計 48 50 50 52 52 2 2

民　生 19 20 21 20 20 1 1 △1
福
　
祉
衛　生 5 4 4 4 4 △1

小　計 24 24 25 24 24 1 △1

一般行政計 72 74 75 76 76 2 1 1

教　育 22 22 22 22 20 △2行特

ｭ別 小　計 22 22 22 22 20 △2

病　院 19 18 18 18 19 △1 △1 1

水　道 1 1 2 2 1 1

公
営
企
業
等
その他 3 3 3 3 3

小　計 22 22 22 23 24 1 1 1

総　合　計
116 118 119 121 120 2 1 2 △1

※その他は国民健康保険

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14｝まで〉
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モアイ像に思う…。

　ゴールデンウィークを利用して鹿児島市の南、奄美大島に行って来ました。以前から沖縄県の歴史や琉球民

謡に興味があり、最近の情勢なども気になっていたので、当初沖縄県に行こうと思っていたのですが、日程調

整ができず奄美大島に行くことにしました。奄美大島にいる間は、シュノーケルをつけ海底を散策したり、カ

ヤソクに乗ったりしました．また、島を回る為にモーベッドのレンタルをしたりヒッチハイクをしたりして楽

しい一週間を過ごしました。奄美大島は沖縄と比べ、観光という点ではあまり有名ではなく外国人観光者は少な

いようです，しかしながら、そのきれいな海岸線と青く澄んだ空は実にすばらしく、更にそこに住む人々は人

情深くたいへんすばらじい所でした．

　奄美から帰る途中、’友達に会うために南郷町を訪れました。その際、日南市にも立ち寄り、たくさんの観光

施設を見てまわりました。宮崎は観光という面で、長い歴史を持っています。新婚旅行のメ・ソカとして知られ

ていた宮崎の観光開発に携わっていた人達が、ヤシの木の沢山ある宮崎を国内のみならず、外国の観光者をも

引きつける為に一生懸命努力をしていたことがよくわかります。現在各自治体では、その土地にゆかりのある

歴史や文化を基に観光事業を展開しています。最近では、南郷村の正倉院もその良い例だと思います。しかし

日南市を訪れたとき、ちょっと不可解なものに出逢いました。それは最近つくられたモアイ像でした。これは、

イースター島にあるものですが、日南市とイースター島とどういう結びつきがあるのかたいへん興味深く見学

をしました。もしただたんに観光客を引きつけるだけのものであればどうかと思いますが、もし歴史的、文化

的な背景があり、その上で、これから長期的な観光事業を展開していくならば、すばらしい施設だと思います．

　イングランド北部に「フォリー」という昔から残っている建物があります。これはイングランドが古代ロー

マの支配下であった頃、古代ローマ建築を基に建てられたもので、人々の生活とは全く無関係のものでした．

その建物は、景観をよくするためだけを目的に建てられたものなので、すぐにすたれてしまいました。そして、

いつしか「フォリー」という単語が“まちがい、、という意味で使われるようになりました。私は、各自治体で

展開されている観光開発が、いかにその土地の特色を活かしているかという視点で今後いろいろな施設を見て

みたいと思っています。

畜
産
だ
よ
り

　
5
月
期
和
牛
仔
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
6
頭
出

品
し
て
い
ま
す
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
品
評
会

▽
雌
部
（
仔
牛
V

　
岡
村
賢
↓
ま
す
み
号
　
優
等
賞
2
席

　
原
田
憲
二
は
る
つ
る
号
優
等
賞
3
席

　
井
脇
　
　
健
な
つ
ふ
さ
号
弐
等
賞

▽
去
勢
部
（
仔
牛
）

　
黒
田
成
光
兼
三
号
優
等
賞
首
席

　
桑
原
儀
三
郎
糸
鶴
号
優
等
賞
2
席

　
団
体
成
績
は
一
位
で
し
た
。

児
湯
郡
市
品
評
会

▽
去
勢
部
（
仔
牛
）

　
黒
木
サ
キ
子
牛
若
丸
号
優
等
賞

　
《
写
真
は
去
勢
の
部
で
グ
ラ
ン
ド

　
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た

　
　
黒
田
成
光
さ
ん
の
兼
福
号

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14＞まで〉



　　　　　　　噸≧テこハ知■

鱒まち0～アルバム巌
　
　
コ
リ
ョ
ィ
コ
ゆ

「／
　　「憩いの峠」に牧水歌碑完成〃

魍　福瀬出口の「憩の峠一に牧水の歌碑が完成し、その除幕式が行われました．この歌碑は全国で183基目、県内で

50基目、町内で25基目と記念すべき碑となり、　　　　’

　一静けきになく鳥きこゆ旧く声にこもれる命

　ありがたきかも一

と牧水晩年の作が刻まれています．

II

∬■一－竃τ－

皿
11

｝｝ しいたけ祭り開催〃

幽　日向農協東郷支店で、第10回東郷町しいたけ祭りが開催されました．

　今年は、異常渇水等気象条件が悪く収量としては昨年

より減少しているということでした．

　写真は、箱物の部〔香信）で優等の濱辺さん、袋物の

部〔香信1で優等の三浦さん、箱物の部1香茄1で優等

の山床さん，

－－Hu－nn．■．亙．X－

品蓮㎜
■

西収
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　　役場に自動受け払い機を設置

幽　JA日向東郷支店は、東郷町役場玄関横に自動受け；打、い機を設置しました。4月26日陶にテープカットが行わ

れ稼働をはじめました。利用については、毎週月曜から

金曜までの午前9時から午後5時までです．

　※土、日と祝日は利用できませんのでご注意ください、

－－互一＝■．ﾝ－－－－■－y－互r一■
■■1【』

　皿
璽1

“家庭小資料館”へどうぞ

　福瀬仲野原の直野喜一郎さん宅では、昔なつかしい農

機具や生活用具、古い教科書などを展示しています、小・

中学生に地域の歴史や文化を学んでもらいたいというこ

とからはじめたもので、これが区の活性化へつながれば

と話してくれました。みなさん、一度この家庭資料館へ

見学に行ってはいかがでしょうか，また、昔のランプや

蓄音機など、家庭で残っているものがあれば譲ってほし

いとのことでした、　　　　　　　　　　　　　　／／

山

繭
熟
薫

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　　　東郷錦卵

か
わ
触
」譲
．

　
　
　
汽

　
隻
し
σ
■
ひ
血
罵
‘
　
　
，

　
　
　
　
り

灘
　
一

瀞
　
　
．

　
　
「

　
　
　
　
　
9
　
0
．
「

　
　
　
　
、

や愈
　の泌一・、一

（

山

。理則

子
さ
ん

高
山
〉
（
4
7
歳
）

≦

o
出
身
地

　
　
八
重
原
　
八
重
原
中

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
2
4
年
9
月
2
5
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
高
山
　
豊

O
現
在
の
住
所

　
　
日
向
市
日
知
屋

　
主
人
と
二
人
、

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
家
族
構
成
は
、

二
）
、
次
男
（
中
三
）

団
地
に
住
ん
で
い
ま
す
。

稜

財
光
寺
で
造
園
業

　
　
　
　
　
　
夫
婦
と
長
男
（
高

　
　
　
　
　
　
　
の
四
人
家
族
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
忙
が

し
く
太
陽
の
下
で
健
康
的
に
働
い
て

い
ま
す
。

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
ぱ
な
し
☆
★

忘
れ
ら
れ
な
い
“
甘
茶
”
の
味

　
私
の
生
ま
れ
た
八
重
原
は
、
耳
川

に
面
し
た
地
区
で
す
。
そ
の
耳
川
は

昔
は
大
変
き
れ
い
で
、
夏
と
も
な
る

と
毎
日
の
よ
う
に
泳
い
で
い
た
も
の

で
す
。
川
の
底
ま
で
澄
ん
で
い
て
、

友
達
と
川
底
に
沈
め
た
石
を
取
り
あ

っ
た
り
し
て
遊
ん
だ
も
の
で
し
た
。

又
、
夏
の
朝
、
八
重
原
橋
の
上
か
ら

河
原
に
咲
い
て
い
る
月
美
草
の
花
が

と
て
も
き
れ
い
に
見
る
こ
と
が
で
き

今
で
も
そ
の
美
し
か
っ
た
様
子
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
話
は
変
わ
っ
て
、

あ
れ
は
初
夏
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
鶴
野
内
の
お
寺
で
”
甘
茶
”

を
も
ら
う
風
習
が
あ
り
、
学
校
に
行

く
朝
、
母
に
水
筒
を
持
た
せ
て
も
ら

っ
て
、
帰
り
に
そ
の
甘
茶
を
も
ら
っ

て
帰
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が
と
て

も
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
の
甘
茶
の
何
と
も
言
え
な
い

甘
い
お
茶
の
味
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ

活
気
あ
る
東
郷
町
に
／

　
日
向
市
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
東

郷
町
に
は
常
に
行
っ
た
り
来
た
り
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
あ
ち
こ

ち
が
整
備
さ
れ
、
良
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
牧
水
公
園
も
完
成
と
の

事
で
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
東
郷
町
は
、
自
然
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
■

っ
ぱ
い
で
、
緑
雨
豆
か
な
町
だ
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
居
て
、
お
年
寄
り
を
思
い
や

る
気
持
ち
、
そ
し
て
自
然
を
大
事
に

す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
て
欲
し

い
も
の
で
す
。
最
後
に
何
よ
り
も
活

ま
せ
ん
。
そ
し
て
帰
り
道
の
途
中
で

八
重
原
橋
の
上
か
ら
水
筒
に
入
っ
て

い
る
甘
茶
を
ふ
た
↓
杯
、
耳
川
に
こ

ぼ
し
な
が
ら
”
泳
ぎ
に
行
っ
て
も
お

ぼ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
”
と
お
祈
り
を
し

て
い
た
も
の
で
す
が
、
も
っ
た
い
な

く
て
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
か
こ
ぼ

さ
な
か
っ
た
り
し
た
も
の
で
し
た
。

　
振
り
返
れ
ば
ま
だ
ま
だ
話
し
は
っ

き
ま
せ
ん
が
、
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の

東
郷
町
で
す
。

レ
八
重
原
橋
か
ら
み
た
耳
土

気
あ
る
東
郷
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
て
　
　
づ

晩
春
の
日
影
の
庭
に
咲
く
馬
酔
木
白

き
花
房
紅
を
含
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

新
緑
に
色
ど
り
添
え
る
山
桜
今
朝
降

る
雨
に
匂
う
が
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

音
羽
の
滝
落
つ
る
清
水
を
含
み
つ
つ

娘
と
す
ご
す
古
都
の
ひ
と
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
健
か
な
老
願
い
つ
つ

寒
空
の
下
司
と
歩
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

老
い
て
尚
楽
し
き
未
来
を
念
じ
つ
つ

わ
が
歌
を
詠
む
力
付
け
た
き

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

「
行
っ
て
来
ま
す
一
と
握
手
求
め
る
孫

の
手
に
改
め
て
知
る
広
き
手
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

菜
種
梅
雨
川
水
増
し
て
石
こ
ゆ
る
せ

せ
ら
ぎ
の
音
引
に
乗
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
里
…
木
久
子

苦
労
せ
し
妻
の
し
わ
か
ず
目
に
数
え

悪
な
き
日
を
希
う
我
が
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

い
ち
早
く
み
つ
け
て
は
つ
む
声
の
あ

り
堅
甲
に
さ
く
ら
咲
き
そ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

市
長
選
の
勝
利
を
祈
願
し
た
る
ら
し

鎮
守
の
杜
に
神
酒
据
え
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

モ
チ
の
実
の
暗
く
熟
れ
い
る
庭
の
木

に
漸
く
鵯
群
れ
な
し
て
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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▼題「こどものくにに行ったこと」　　　迫野内鹿瀬の
セノ　　き　　ま　　ヤ

黒木真樹ちゃん5歳
父：黒木一’美さん

母：　政代さん

O好きな食物は何ですか？

　ぶどう

。好きなあそびは何ですか？

　おひめさまごっこ

．
4

、

諏剛紡
？
ん
勧
麗

謡
貸
砿
た
へ

ノ

　　　　田野の
ドさ　レの　　　ン

草蜜由表ちゃん．6歳．

父：草留幸典さん

母：　佐代子さん

O好きな食物は何ですか？

　カレー
O好きなあそびは何ですか？

　なわとび

O大きくなったら何になり
　たいですか？

　お花屋さん

獄
讐鮮

離礁檎
1轟懇麟・淑1

▲題「ニューシティーへ買物に行ったこと」

●
Y
・
γ
●
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
．
Y
・
γ
．
Y
・
一
▼
・
7
●
Y
・
7
∴
▼
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
●
Y
・
Y
●
Y
∴
▼
．
Y
・
Y
∴
▼
●
Y
・
T
・
Y
・
T
・
7
・
Y
●
Y
・
γ
・
Y
●
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
●
Y
・
●
7
・
Y

｝、瞳誘紐．搬．卿彊．一一

街桔舌題
鮎田！盈壼蹟一
「町有林監視員」

長い間ご苦労様
　　　　　　　でした

　町有林監視員の三浦得難

さん1仲深1が平成8年3

月31日付けで退任しました．

　三浦さんは、昭和40年10

月から30年間の長期にわた

り、長石、．ド水流、板山、

西林、鉾ノ厄、大内地区約

135ヘクタールの町有林の

森林整備に多大の貢献をさ

れました，

　そのこ晶：労に対しこのほ

ど町長より記念品と感謝状

が贈呈されました，

　長い間ありがとうござい

ました、そしてお疲れさま

でした．

▼写真中央左が三浦さん
　両側は町有林監視員の皆さん

礼
・
霞

傑
一

で’

e
　
　
響

9
努
，
．

回
国
回

　　

ﾞ
固
0

今
年
に
入
り
町
内
で

31

盾
ﾌ
事
故

　
今
年
に
入
り
町
内
で
発
生
し
た
事

故
の
総
数
は
3
1
件
で
、
　
一
ケ
月
平
均

約
8
件
の
発
生
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
左
の
表
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
分

か
る
と
お
り
、
町
内
で
も
特
に
小
野

田
地
区
・
福
瀬
地
区
・
鶴
野
内
地
区

坪
谷
地
区
で
の
発
生
件
数
が
多
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
．
、

「
注
音
心
一
秒
ケ
が
一
生
」
〃
畢
故
を
起

こ
す
と
、
決
し
て
あ
な
た
一
人
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
、
交
通
マ

ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
．
、

東郷町内の交通事故

発生場所 4月中 圏一4縢計

鶴野内地区 3件 7件

福　瀬　地　区 1件 7件

小野田地区 3件 10件：2件1

田野・羽坂地区 0件 1件

坪　谷　地　区 2件 6件

寺　迫　地　区 0件 0件

八重原・迫野内地区 0件 10f牛

合　　計 9件　31件・2fわ

へ
　
）
内
は
人
身
事
故
で
内
数

（
文
責
一
久
保
）

”
毎
年
恒
例
の

鯉
の
ぼ
り
運
動
会
”

　
連
休
の
合
間
、
町
内
の
寺
迫
、
福

瀬
、
東
郷
の
三
つ
の
小
学
校
で
は
、

毎
年
恒
例
の
鯉
の
ぼ
り
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
、

　
当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
絶

好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
、
参
加
し

た
児
童
は
リ
レ
ー
競
争
や
鯉
の
ぼ
り

く
ぐ
り
レ
ー
ス
な
ど
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
が
、
青
空
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

に
負
け
な
い
く
ら
い
元
気
に
か
け
回

っ
て
い
ま
し
た
．

羅警を畿

網
湘
、

騒＼趣
　媒覧響

プ晒

魁

遡
獺
．
、

箋
姻
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『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
公
民
館
』

福
瀬
公
民
館

　
今
年
四
1
1
、
福
瀬
で
、
“
ガ
ン
バ
ル

福
田
会
’
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
、
こ

の
“
ガ
ン
バ
ル
福
瀬
会
”
と
は
、
福

瀬
区
に
在
住
す
る
青
年
団
以
外
の
男

性
で
組
織
さ
れ
、
現
在
の
疏
注
…
を
担

う
青
・
壮
年
の
み
な
さ
ん
が
中
心
の

む
ら
お
こ
し
団
体
で
す
．
．
発
足
の
き

r．

ｩ
け
は
、
今
ま
で
の
区
民
総
出
の

運
動
会
や
、
秋
祭
り
、
地
芝
居
な
ど

伝
統
あ
る
「
ま
つ
り
ご
と
」
を
も
っ

と
盛
り
あ
げ
、
誰
で
も
が
参
加
し
て

い
く
よ
う
に
、
自
分
達
の
ふ
る
さ
と

．
福
瀬
”
を
も
っ
と
活
発
化
さ
せ
よ

う
じ
ぐ
な
い
か
と
い
う
意
見
か
ら
だ

ぐ
3
月
2
4
日
に
実
施
し
た
福
瀬
バ
イ

　
パ
ス
へ
の
桜
の
植
樹

塵

藻調

①

rユ姶些 サ

評『、

　▲約80人の参加のもと4月28日に

　　実施された、会員親睦のマラン

　　ンソフト

つ
た
そ
う
で
す
．

　
初
代
会
長
の
糸
平
＝
彦
さ
ん
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
”
区
や
組
合
長
、

婦
人
会
、
占
年
団
等
を
支
え
、
応
援

す
る
よ
う
な
団
体
を
め
ざ
し
た
い
．

さ
ら
に
、
区
の
む
ら
お
こ
し
の
さ
き

が
け
と
な
っ
て
区
民
全
貝
が
参
加
で

き
る
よ
う
な
企
画
を
立
案
し
、
参
加

し
た
人
が
、
　
「
あ
あ
面
谷
に
生
ま
れ

て
良
か
っ
た
．
｝
福
瀬
に
住
ん
で
良
か

っ
た
一
と
肌
で
実
感
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
．
そ
し
て
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

域
の
み
な
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
、
期

待
さ
れ
る
よ
う
な
会
に
し
て
い
き
た

い
．
／
と
熱
く
語
’
．
て
く
れ
ま
し
た
．
．

　
本
当
の
む
ら
お
こ
し
と
は
、
こ
う

し
た
地
域
に
根
ざ
し
、
生
活
に
密
着

し
た
な
か
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
、
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

笛凶温凶㊧
㊧
Q
＆
A
⑧

ざ
私
は
今
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し

偶　
て
お
り
ま
せ
ん
。
年
金
は
2
5
年
加

一隅　
入
す
れ
ば
よ
い
と
聞
い
て
い
る
の

凶㌫　
で
3
5
歳
に
な
っ
た
ら
考
え
よ
う
と

笛　
思
っ
て
い
ま
す
。

凶瑞嵩
　
A
若
い
う
ち
か
ら
・
ツ
・
ツ
納
め
る

　
こ
と
が
大
切
で
す
。

㎜｛
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
・
為
の
最

瓶
の
幕
期
間
塊
援
、
す
か
ら
、

た
し
か
に
、
2
5
年
完
納
す
れ
ば
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
し
か
し
、

こ
の
途
中
で
何
ら
か
の
都
合
で
未
納

に
な
っ
た
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
．
．
国
民
年
金
は
2
0
歳
か
ら

59

ﾎ
ま
で
の
す
べ
て
の
入
が
保
険
料

を
納
め
る
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
年
金
受
給
者
を
支
え
て
い
く
制

度
で
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
如
年
間

保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
満
額
に
な

り
、
そ
れ
よ
り
不
足
す
る
と
減
額
さ

れ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
の
で
、
2
5

年
加
入
の
年
金
額
は
6
0
％
程
度
に
し

表
紙
へ
牧
水
○
一
た
、
の
解
説

　
一
山
か
げ
に
流
れ
す
み
た
る
み
な
か

み
の
静
け
さ
さ
ま
を
お
も
ひ
こ
そ
す

れ
二
こ
の
歌
は
大
正
十
三
年
二
瓦

二
四
二
二
十
九
歳
）
に
出
版
し
た
紀

行
文
集
『
み
な
か
み
紀
行
』
の
表
紙

に
書
い
た
歌
で
す
，
「
み
な
か
み
一
は
、

　
ロ
ヨ
て
ヘ

一
水
上
一
で
川
の
」
流
の
こ
と
で
す
．
．

み
な
か
み
は
水
も
澄
ん
で
お
り
人
影

も
な
く
静
か
で
す
．
．
渓
谷
を
愛
し
た

牧
水
は
た
び
た
び
こ
の
み
な
か
み
を

求
め
て
旅
を
し
て
い
ま
す
．
、
お
そ
ら

く
心
の
渇
き
を
癒
や
す
た
め
で
も
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
・
・

　
と
こ
ろ
で
『
み
な
か
み
紀
行
」
に

つ
い
て
少
し
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
．

　
大
正
十
一
年
（
一
・
几
二
二
）
の
秋
、

渡
　
邊
　
邦
　
彦

牧
水
は
沼
津
を
出
発
し
信
州
へ
向
い

小
諸
・
草
津
・
沼
田
・
金
精
峠
を
越

え
て
日
光
・
中
禅
芋
方
面
を
巡
遊
し

ま
し
た
．
．
　
『
み
な
か
み
紀
行
』
は
こ

の
旅
の
中
で
金
精
峠
ま
で
の
紀
行
文

で
か
な
り
の
長
編
で
す
．
牧
水
の
紀

行
文
は
他
に
も
数
編
あ
り
『
比
叡
と

熊
野
．
＝
　
「
静
か
な
る
旅
を
ゆ
き
つ
つ
』

そ
し
て
こ
の
『
み
な
か
み
紀
行
』
は

代
表
作
と
言
っ
て
よ
く
広
く
愛
読
さ

れ
て
い
ま
す
．

　
『
み
な
か
み
紀
行
』
の
序
文
で
牧

水
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
、

「
旅
ほ
ど
好
ま
し
い
も
の
は
な
い
、

か
な
・
ま
せ
ん
。
　
　
…

　
な
お
、
国
民
年
金
の
給
付
は
老
齢
…

基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
・
堕
暑
に
…

な
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
死

亡
し
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
年
金
も
保
険
三

下
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
加
入
の
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
－

　
年
金
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

住
民
課
保
険
年
金
係
ま
で
お
た
ず
ね
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

く
だ
ざ
、
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

望
『

『

斯
う
し
て
旅
に
関
し
て
筆
を
執
っ
て

い
る
と
早
や
も
う
心
の
な
か
に
は
其

処
等
の
山
川
草
木
の
み
つ
み
つ
し
い

姿
が
は
っ
き
り
と
影
を
投
げ
て
来
て

い
る
の
で
あ
る
山
と
、

　
な
お
前
述
の
牧
水
の
紀
行
文
集
は

牧
水
記
念
館
に
展
、
凹
し
て
あ
り
ま
す

の
で
付
記
し
て
お
き
ま
す
、

二＝＝＝ノ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111ωまで〉
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公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

O
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
日
時
　
6
月
2
日
（
日
）
午
前
8
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
ほ
か

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
日
時
　
6
月
2
3
日
（
日
）
午
前
8
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
ほ
か

町
消
防
操
法
大
会

▽
日
時

▽
場
所

6
月
3
0
三
日
）

午
⊥
剛
8
時
3
0
分
開
会

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

児
　
童
　
手
　
当

児
童
手
当
と
は

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健

全
な
育
成
及
び
、
資
質
の
向
上
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
の
は

　
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
前
年
（
一
月
置
ら
五
月
分

ま
で
は
前
前
年
）
の
所
得
が
】
定
額

未
満
の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

請
求
の
方
法
は

　
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支

給
は
、
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
と
は

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
、
毎

年
六
月
中
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月

分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、

　
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
（
平
成
8
年
度
7
月
生
）

▽
募
集
内
容

①
訓
練
科
名
及
び
定
員

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
（
定
員
1
5
名
）

・
金
属
加
工
科
（
定
員
1
5
名
）

・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
（
定
員
1
5
名
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
（
定
員
1
5
名
）

②
訓
練
期
間
…
…
全
科
6
カ
月
間

③
入
所
資
格
…
…
6
5
歳
未
満
の
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
等

④
応
募
締
切
日
…
6
月
7
日
（
金
）

⑤
面
接
選
考
日
…
6
月
1
2
日
（
水
）

⑥
入
　
所
　
日
…
7
月
3
日
（
水
）

⑦
修
　
了
　
日
…
1
2
月
2
6
日
（
木
）

⑧
特
　
　
　
典
…
訓
練
修
了
時
ま
で

雇
用
保
険
の
給
付
延
長

▽
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
（
容
0

9
8
2
　
3
7
1
0
6
7
5
）
又
は
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
の
免
除
制
度

　
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険

料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
．
．

　
し
か
し
、
長
い
年
月
に
は
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
時
、
国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
人
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年
金

係
に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除
が

出
来
ま
す

☆
所
得
が
な
い
と
き

☆
現
在
失
業
中
で
収
入
が
な
い
と
き

☆
台
風
等
の
自
然
災
害
で
多
大
な
被

　
害
が
あ
っ
た
と
き

☆
家
族
の
方
で
、
病
気
又
は
事
故
入

　
院
等
で
多
額
の
治
療
費
の
か
か
る

　
世
帯

　
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
ら
追
納
を

　
将
来
年
金
を
受
け
と
る
と
き
、
免

除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
比
べ

て
、
3
分
の
一
で
計
算
さ
れ
少
な
く

な
り
ま
す
。
免
除
を
受
け
た
方
が
満

額
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
追

納
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
も
し

免
除
を
受
け
ら
れ
た
方
で
ゆ
と
り
の

あ
る
方
は
、
1
0
年
前
の
分
ま
で
さ
か

す の
ぼ
っ

て

納
入
す
る

と

が
で
き

ま

み
れ
あ
い
通
信
ア
ン
ケ

ー
ト
に
御
協
力
を

　
ふ
れ
あ
い
通
信
の
放
送
を
開
始
し

て
か
ら
3
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
通
信
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
答
え
る

た
め
、
6
月
中
に
ふ
れ
あ
い
通
信
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

今
後
の
放
送
内
容
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
各
ご
家
庭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が

届
き
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
6
月
1
6
旦
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
8
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
運

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
6
月
1
9
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

箸
急6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
杜
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

〔
5
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
福
豆
の
中
村
幸
男
さ
ん
か
ら

（
咲
子
さ
ん
・
6
0
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
鶴
野
内
の
鈴
原
寸
さ
ん
、
坪
谷
の

那
須
和
昭
さ
ん
か
ら
快
気
祝
い
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
訂
正
】

　
5
月
の
一
般
寄
付
で
、
寺
迫
の
黒

木
絹
子
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

鶴
野
内
の
誤
り
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

一

●

　
　
（
四
月
届
出
分
）

出
生
お
め
引
」
と
う

黒
木
真
菜
美

中
井
真
衣

木
村
雄
也

赤
㌻
島
氏
名

新
　
吾
泉
真
由
美

巽
薯

迫
野
内

迫
野
内

住
所

中

村

咲

子

60

歳

福

瀬

氏

名

年

齢

住

所

死

亡

冥
福
を

祈
り

ま
す

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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